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　　　　　立正大学図書館所蔵

河口慧海将来文献の研究（1）

梵文『華厳経入法界品』写本の翻刻と対校（1）

庄 司 史 生

1　「河口写本」の再発見とその意義

　本稿は、河口慧海（1866－1945）氏が第1回入蔵時の帰路、1903年にネパ∋レにてChandra

Shamsher　Jang　Bahadur　Rana（1863－1929）より寄贈され、日本に将来された梵文「華厳経入

法界品㊨碑40zッ励α1』写本（以下、「河口写本」）の翻刻研究である一この「河口写本」は、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い
1934年の時点ですでに所在不明となっていたが、2009年に立正大学大崎図書館に所蔵されてい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨた未整理資料の中から他の河口慧海旧蔵書とともに所蔵が確認されたものである。

　この「河口写本」の冒頭部の翻刻は1908年に玉代勢法雲氏による「梵本華厳経の研究」によっ
　　　　　ヨハ

てなされ、1909年には経典最終部の「普賢行願讃」の翻刻が泉芳環†専士による「梵文普賢行願

　　　　　　　　　　　　　　　い
讃の研究」によってなされている、そして1928年、継続して翻刻を行っていた泉博士は全翻刻

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を完成させ、須佐晋龍氏によって20部あまりが複製され、未定稿本として関係者に配布された

この「泉本」は、正式に出版されたものではなかったが、この「泉本」に計6本の写本を校合

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　トバさせた校訂テキストが、鈴木大拙博士と泉芳環博士によって出版されている一この「鈴木本」

には1934年から1936年にかけて出版された初版本（「鈴木旧本♪と、その行外に不足分を補足

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つした1949年出版の改訂版（「鈴木新本」）の二種がある，1960年には、この「鈴木新本」にBaroda

写本を校合させ、一鈴木新本」の不足を補ったテキストが、ParaSurama　Lakshmarpa　Vaidyaに

　　　　　　　　　　　へ　
よって出版されている．いわゆる「Vaidva本」である．

　1965年には、長谷岡一也氏が「Vaidya本Gandavyahaについて」において、「Vaidya本」と

「鈴木旧本」との対比を行い、「鈴木旧本」における脱文の存在を確認し、「Vaidva本」刊行の

　　　　　　　　　しバ
意義を指摘された，

　2013年、筆者は「立正大学大崎図書館所蔵t河口慧海請来梵文写本「ガンダ・ヴューハ∫に

関する予備的調査報告」において、長谷岡氏が指摘された「鈴木旧本」における脱文の箇所に

ついて、同氏が使用していない「泉本」、そして「河口写本」の該当箇所の検証を行い、結果と

して「鈴木旧本」に見られた脱文二例を「泉本」は備えていること、さらに「河口写本」にも

脱文がないことを確認した，このことは「泉本」はほぼ忠実に「河U写本」を謄写していたこ

とを裏付けることになり、「鈴木本」に見られる脱文は、「泉本」から「鈴木本」へと活字化を
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユリ
行う際に生じた編集上の誤りである可能性を指摘した，

　ところで「河口写本」の再発見より以前から（1997年）、本経典の新たな校訂テキストの作成

　　　　　　　　トエエ
が試みられていた。その成果の一部を報告書としてまとめられた田村智淳氏によると、「Vaidya

本」と「英国王立アジア協会所蔵写本（R）」とVaidyaによって用いられた「Baroda写本（B）」、

そして「ケンブリッジ大学所蔵写本（CA）」とを比較した結果、「V本」と「RBCA写本」と

　　　　　　　　　　　　　　　ユの
の間には異読が認められるという、「Vaidya本」が依拠したテキストは「鈴イ〈本」であり、そ

の底本は「河口写本」となる，要するに、田村氏による研究成果によると、「河口写本」と

「RBCA写本」とは別系統の伝承を受けるものである可能性が推定されるわけである、「河口写

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　パハ本」が再発見されたことにより、「鈴木本」の原典へと立ち返ることが可能となった「鈴木本」

には注記がなく、全6本の写本を使用していながら、最終的に読みとして採用された写本が不

明である，この点において、経典研究史上、重要な校訂テキストである「鈴木本」は致命的な

問題点を含むものである＝

　本稿は、既刊の「泉本（1）」、「鈴木本（S）」、「Vaidya本｛V）」、また先行研究によって明ら

かにされた成果に依拠しつつ、再発見された「河口写本（TUの読みを加えるという方法で

「鈴木本」の不足分を補い、また「RBCA写本」との異読を確認することで、現存するGσ元14α2噸胞

写本の系統分類における「河口写本」の位置付けを明らかにすることをH的とする

　本稿では、まず1「河口写本」に基づくこれまでの校訂テキストの出版について概観し、次

に2．「河口写本」冒頭部の翻刻を行い、さらに③先行研究によって明らかにされた諸写本間の

異読について、「河口写本」を用いて検証する。

　なお、「河口写本」の略号は従来の研究との連続性を保つために「T」と記すことを予め明記

しておく。

2　「河口写本」に基づく校訂テキストの出版

　Gα元14αの，励αを含む梵文『華厳経』写本に関する近年の研究成果について、既に詳細な報告・

　　　　　　　　　ほエ
研究がなされている。ここでは「河口写本」の日本への将来から校訂テキストの出版までを、

　　　　　　　　　　ニヨ
Zl「泉本」、②「鈴木本」、豆「Vaidya本」の出版に分け、特に「河口写本」と直接関係するエ

　　　　　　　ビの
について記す　なお、「河口写本」は、ネパール紙、45×12．8cm、全4011＋白紙1葉）の全402

葉から成る一一葉に七行が記され、プラチャリタネワール体で筆写されている、本写本の基本

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ニト
的書誌については、既に他で言及している，

2　1　「河口写本」の将来から「泉本」の出版（1903～1928年）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぶエ「泉本」（略号1）：泉芳環「Ganda－vyUha」［京都］（全1488p）1928年

概要：河口慧海氏による写本の将来後、高楠順次郎q866－1945）博十と南條文雄（1849一
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1927）博士を介して本写本を借り受けた泉芳環（1884－1947）博士、隈部慈明（1881　一　1919）

氏、玉代勢法雲（1881　一　1956）氏によってその解読研究が進められ、最終的に泉博士が、1．

河口慧海氏将来写本（1　1903年将来）の全謄写を成し遂げ、それを2．京都帝国大学所蔵の榊亮

三郎（1872－1946）博士将来紙写本と比較、さらに3．榊博士による謄写本により校異を加え、

他に4．Bendall出版のS〆たs元∫α〃12καzvα引用部分、そして5．渡辺海旭氏校訂の普賢行願讃を

　　　　　　　　　　ビリ
比較し作成し公表した、

2．2　「鈴木本」（略号S）の出版（旧本1934～1936年、新本1949年）

　「鈴木旧本」（略号So）：Suzuki，　Daisetz　Teitaro＆Idzumi，　Hokei，　The　Ga〃∂‘zzw／za∫1｛tra

｛♪αγrf－－fl－’），Kyoto：Sanskrit　Buddhist　Texts　Pub．　Society，1934－36．

　「鈴木新本」［略号Sn）：SuzukL　Daisetz　Teitaro＆Idzumi，　Hokei、　The　Gω7∂στ・vuha　slrtl’a

｛加γτ∫～11’．，，Kyoto：The　Society　for　the　Publication　of　Sacred　Books　of　the　Wor▲d．　New　rev．

ed，，1949，

　概要：・ヒ記「泉本」に、鈴木大拙（1870－1966）博士が入手した1．フランス・国立公文書

館所蔵の紙写本、1部q908年複製｝、2．ロンドン・アジア王立協会所蔵の貝葉写本、1部

q930年複製）、3，4．ケンブリッジ大学所蔵の紙写本、2部［1930年複製）を校合し、鈴木・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ニ　ハ
泉両博士の共同編集として世界に先駆けて梵文G頒4αz□12zれの校訂テキストの初版本を公表し

　　　　　　　　ニい
た（1934－36年刊），

　なお、これには上記「鈴木旧本」において不備があった箇所について、行外に補足し作成し

　　　　　　　　　コゴ
た改訂本ほ949年刊）がある、ここでは1934－36年刊の初版本を「鈴木旧本」、1949年刊の改訂

本を「鈴木新本」と記す．

2．3　「Vaidya本」の出版（1960年）

　「Vaidya本」（略号V｝：Vaidya，　Para§urama　Lakshma口a、　G但4αz□・励α∫z7rγσ〃l　t　Buc／c／hist　San．

sゐrit　7『’extS：〃θ．5｝、　Darbhanga：Mithila　Institute　of　Post－Graduate　Studies　and　Research　in

Sanskrit　Learning，1960．

　概要：上記の「鈴木新本」に、ParaSurama　Lakshmapa　VaidyaはBarodaの東洋研究所所蔵
　　　　　ごけ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ニリ

の紙写本を校合させテキストを作成し、Buddhist　Sanskrit　Texts　No．5として公表した．

3　「河口写本」冒頭部の翻刻

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ニヨ
　本稿で扱う範囲は、玉代勢法雲氏が扱った「帰敬序」を含む経典の冒頭部のみとする．ここ

では「河口写本．の翻刻を記し、玉代勢法雲氏による読み〔玉代勢［1908a］：略号H〕、「泉本」

による読み（泉［1928］1：略号D、鈴木本による読み｛鈴木［19．　34　一　361949］：略号S）、Vaidva
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氏による読み（Vaidya［1960］：略号V）を注記する。なお、先述のとおり「鈴木本」には「鈴

木旧本」（略号So）と「鈴木新本」（略号Sn）とがあり、両者において読みが異なる場合には、

それぞれの読みを区別して記す。

3．1　翻刻の凡例

・ 本写本において明らかな誤写と思われる箇所であっても記述に従って翻刻すtt

・ 本写本の謄写版を完成させた「泉本」の該当箇所は、例えば1頁1行の場合、（11．1）と記す。

・ 異本の異読は、フォリオ毎に記す。

・ 翻刻に際し使用した略語は以下の通りである。

　　［］意図せず部分的に消えた文字

　　ll書写者によって意図的に消された文字

　　《　》書写者による〔と推定される〕行間書き入れ文字

　　・…　　非書写者による〔と推定される〕行外書き入れ文字

　　＋　意図せず消え、判読不能な文字

　　’vir∂ma

　　　avagraha

　　dauda

　　B：「Baroda写本」，「Vaidya本」において「Baroda写本」の読みとして注記されたもの、

　　　或いは田村［2006］より転載する，

　　CA：「ケンブリッジ写本」。田村［2006］による翻刻から転載する。

　　H：玉代勢法雲［1908a］による翻刻から転載する（ローマナイズ表記のため、ヴィラーマ

　　　とダンダを記さない）、

　1：「泉本」＝Idzumi［1928a］＝1のみ行数まで記す、他は頁冒頭部のみ記す一

　K：「京都大学写本」。「泉本」による註を、［K］として表記する、

　R：「英国王立アジア協会写本」。田村［2006］による翻刻から転載する。

　S：「鈴木本」＝Suzuki＆Idzumi［1934－36／1949］，「鈴木旧本」と「鈴木新本」を区別す

　　　るときは、それぞれSoとSnと表記する。

　T：立正大学大崎図書館所蔵河口将来写本、「河口写本」と記す。

　　V：Vaidya［1960］。

3．2　翻刻テキスト

　　　　Folio　l　verso（H6．12－8．10；11．1－2．9；Sl．1－f8；V1．11－27）

　　　　　　　　リハ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　にラ　　　くの

1　　　1LI　s11＋＋＋［sarvva］buddha［bodhisatvebhyah‖　「　［12gap（］a］vyUhamaharnavastotraninadito
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注
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くニハ　　　　　　　　　　　くヨハ　　　　　　　　　　　　くビリ

jinasutana　I：3　par§atmandalasagaranamna　vyohadikam
　　　イマラ　　　　　　ヒさハ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くリラ　　　　　　　　　　しいり

＋＋，ll．1［11　su］gatasamadhyavatarana’cintyabuddhanidar§anam　caiva　l．115　dhlmatsam一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し　ユラ　　　　くエニエ　　　　　　　くユヨト

ghagamanarn　Sravakavi＄ayanugamanafi　ca　l．n6　stuti　meghacintyamahabuddho一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エこえエごユきエ　　　　　　　　　　　　　　　　　イユヒロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ごユマシ

tpadap［r］aka§anarp　sudhiya　　I17　saddharmma　ratnasagarasamantabhadrarthanirdeSam
　ロミト　　　　　　　　　　くユリリ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こヨリ

1三］ssarvva　tathagatasurucirasamadhisagara　pararnparavagamat寺1
　　　　　　　　　　　　くニ　ゲ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒニニハ　　　　　　　　　　　　　　くニヨハ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くムリ　くニきノ

11．g．jinasugatasarnadhisagara叩paraMParaS　canugantavyah　ll　I21　iti　sugatasamadhiSatair
（26）

vimok§asagaraparamparabhi§ca　I、．　sugatatmajena
（L，7）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 〔2さ）　　　　　　　　　　　　　　　　（LV）　　　　　　　　　　　　　　　　（：ぷ））　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 〔．r，1）

［sudhiya　ma］riju§rl　namadheyena　ll　r、．3　nirdiSata　sugatanam　vyUhaln　acintya　tatha
　　　　　　　　　　　トヨニラ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しタニリ

jinasutanarn　I2、　vikri（aitair　bahuvidhaih　sphuta　jagadanantapa－

　　　　　　　　　　より　　じミヨエ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　もおリ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エヨアレ

ryyantam　I　I二三tasyaivarTI　nirdiSato　daSabalatanayasya　bodhibalasatvaり　1：，・avaterur　vi§ay一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イぷエくやエ

odadhimatha　sugatanarp　niravaSe§arn　l．じte§arp　samadhisa一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　しロリ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しロく　ブよニ　

［gall・amavakra［ma］d　da6abalanubhavena　l．i：svikrlditair　acintyaiS　caranti　ya一
　　　　　　　　　　　　　しちう　　　　　　　エくニハ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ききプ　　　　　くパミエ

syanubhavena　l：L’Y　eva　samahitadhiyaste　vasinol〕satva　sa一

くコ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　にト

＋＋＋：HISV　oη2　iiama珍，　 ［sarzn）a］bZt∂〔〃？a［1）o〔ゴhisatz・eb∫z）・aJ／？：HISV　sarvabz・rddhαbodhisαtt一

　　　　　　　　ぺり　　　　　　　　　　　　　　　　しを　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くワノ

vebh＿vah．　l　　l：IS　l1．　D〃i〃∂ditθ：ISV　°〃iノπ7C！iろho．　°SZt　tdノπd：HI　㌃故〃d7．n：S　bイ緬〃〔illl：V

　　　　　　　　　　　いちエ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くマく　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くドナ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じきり

ご乏ttd〃c7〃？°．　カαパ在　HISV　par．i’an．＋＋：HISV♪roカtain　’．｜：SI：V　i　l　．°avatdra）．id

cintx，ab1‘（ldha｝iidarSa｝！αηビ H ：（tl、αfγdα｝1口C｛｝itvabi｛．dd｝la｝i　i．　da　r．〈ぴ｝laJll：1 °avα　til　ra　｝1（乏　αciη亡Vα｛）1｛d一

dhe　｝1idar．〈allaηゼ B　°αvatara刀δ　aci）ttavabtt（ldhaηidarきanast　SV　°avαtarαH《i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イいバ　　　　　　　　　　こ　ハ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イ　ニ　

aci〃tの，αろ〃c！dha〃〆∂αパα〃a711．　S　om．1，　e々〃ZtgCt〃1ω7ω｝：Hlsv　Cd〃uga〃la〃αηz：B°d〃z‘9ぼ〃2ωzαX．

　　　　　　　　　　　　　くエげドハ　　　　　　　　　　　　　　　　く　ば　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くここ　　　　　　　　　　　　ロリ

1：Sli　l　：：Vl211．　sti｛tl”：Hsut〃々∴∫z‘∂乃ry∂：V∫〃〔／カ1）・〔ラ〃三IS　oエn－．　sαddlia〃，1〃la°；Hsadha〃〃a：：

　　　　　　　　　　　　　　エじコ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くエトリ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くニいナ

ISV　sctcldhar・｝naC．°ml　rdes’αrp：HISV　°71iグゴρM万1’．1ヒSl：V‖3‖．　sarln，αごHISV　Mηガ

　7）arαi／nf）arCtvαga〃ldt．：H　ン）ara」．n！）ardgamdb，17）aral｝IPar〔7111　vaga〃ldt’：S　7）aralllllりardz］aga〃1dy’：

くニくト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒニニタ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くニこハ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くニリ

jinasi‘9αfαご　HISV　ji）laSl｛ta°．　Csilgaγa｝刀：　HISV　　：sθgaアa．°．　Par｛iγ｝zt）αγδぶ　HSV　　Para7・？i】）aγ（］き、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ニスノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しニらリ　　　　　　　　エニニエ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くえさ　

cd〃z〈βω1故の・ak：HISV　cO〃z‘ga〃tatッ励．　Il：Sl211：Vll　411．　S　om，1．　e〃za］励仇1：IS°ma励‘甑γ．1：

　　　　　　　　　　エこリハ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　トヨエリ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ィばえエ

S ‘1．：V　l！5 、1．nirdi．〈atほi　H 　η｛γdi，sta｝？1　G））：1 　ηiγdぱr　S　nirdiSatδηi、　sz↓gatδn（元，刀：H Si！gatdnδ）？？、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しくニ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くンうコ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しシリ

aci）言む・αミHISV　acint）7a1？・1．ji”asz‘tanδ1？1：IV　ji刀αslflほ，1ほ771’1、　s♪hz‘すロ三H5V 　sPhz｛ζai？i．°a）la71t（1ノ）a一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イコヨハ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じおヒけ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じツニハ

乃ッα〃／αηz：HISV　°a〃α〃tapαrvα〃ta〃2管一：S　［31；V　l　6　1．　cta〃のノasユ，α：H　°〃a）’a〃αsyα、

bodhibalasatv口lp　avα゜：H　bo（’ih　

ibalasa亡tv口h 　α1・α゜：1　bod｝zisattva

、　

ava°

1　S　bo〈ih　

ibalasattヱ，δ 　αva°：

〔ぷ｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ 39）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（

　
．
1
d

‘｝

V　bodhibarasattz，d左　l　ava　“．〃iraz，o∫εSα〃1：ISV　〃irat．，αSρSα〃2“，　1：S　［：V　！　7　‖．　‘sd［9α］

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　りしハ

γα初α夢αたγ司｝na］d：HI°s〈元garamacakγd7打adi　S
°

sClgaγaハηokγamat亘｝㍗V 　°sほgaγaηokγa別α「《元1？・1．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　ニリ　　　　　　　じエヨラ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くトけ　　　　　　　　　　　　　　　　く　ヨハ

bald〃ubhdit，e〃a：H°bald〃〃ろhdve〃a．　S　om．1．1：Sl41｜：V！81，ρ〃α：ISV　evm．n．2／asi，10k：HISV

　　　　　　ぴり

むα豆刀αた，sαfuα、　

HISV　sattvα゜．

2ユ
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1

2

3

4

一
〇

6

注

　　　　Folio　2　recto（H8．10－10．11；12．9－4．6；S1．18－2．13；V1．27－2．31）

　　　　　　　　　　　　くユハ　　　　　　　　　　　リ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほラ

garam　ananta　I21，、　pravicarur　vinayaSatair　vividhair　atmaprabhavanayai｝〕1［211　na　ca

　　　　　　　　　　　　　　しり　　　　ぽ　　くの　　　　　　　　　の　　　　　　　　　くドパリ

sugatapadamUlan’kkacid　api　upajagmuste　mahasatvah　l‘13］．vividhair　vimokSaviSayair　v［i］一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イユリ　ほロ

harantasatraprameyaiste　l　i32．　prakrama［da］＋一

（
　
： ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ 13 ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （

　
L l｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔 1 i）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（

　
1

十
～ ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（

　
1丁｝

napathamatha　caryyarn　linasutah　sa　marijuSrlr　bodhisatvalalitai　vinayaエp　sa一
　　　　　　　　　　　　　　くこめ　エユトハ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロゆ　　にロ　　　　　　　　　　にニノ

tvaparamabodhau　　BI　s2　dhanyakarat　puravarad　anupUrvvena　sau　vineyavaSad　B5
〔23）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 q．t）　　　　　　　　　　　　〔25，

vinayasa　rnahajanam　acintyamird［e］Se　vaSitabhi［h］

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　てニの　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　にヨ

三／sr、　tatra　sudhanam　krpaludharmmadhano　bodhaye　samadapya：B7kalyanami一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くがラ　くフリエ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しタリ　　　　　　　　　リニエ

t1・asagaravatmanyavataryya　karuロyat奉1．1，、vijahara　saty・・aN’inayair　bahubhih
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロコ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くヨの

k＄etrarpave§valnitakayah　I　i3g　evarn　vidhair　upayair　abhivinaya一

　　　　　ぐぶエ　　　　　　　　ごぷじほニル　　　　　　　　　のアハ　　　　　　　　　　　ィぷリ　　　　　　　　　　　　　　ハリ　　　ロゆ　　　　　　　　　　トミエエ

bhavya　janakayamい3、，．sudhanopi　tad　anuSantya　meghaSrisagararp　buda　pralnukhai《h》
リコ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぱバ　　　　　　　　　　　　　　　　　　こい　ロめ　　　　　　　　　リヒバ　　　　　　　　　　　　　パアエ

　13U．kalyanamitrasagaramaramya　samantabhadrantam　l　I．：1　vinayan’satvasahasran寧tat
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ねさエくモミリ

kayantargatah　samadhiSatair　I42　vijaharana一
（5））　　　　　　　　　　　　〔51）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （5！レ　　　　　〔［／：」．）　　　　　　　　　〔員｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　 〔1t／）

ntadhiyon　samalpta　bhadracaryyabhimukhab　l　　｝、ls．evam　I〕〕aya　Srutam　ekasmin　samaye

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロの　　　　　　　　　　　　　　　くさコ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　らお

bhagavai　chravastyalp　vi【．1．1　harati　sma　jetavane　anathapindadasyarame　mahata　vyohe

　　　　　　　　　　イうり　　　　　　　　いぶり

1．：5kOtagare　sarddham　pa＋［ma｝

　　　エトッユト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エぐの　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いうヨ

trair　bodhisatvasahasraib　sarnantabhadra　I、6　nユaijし1Srlbodhisatvap〔lrvvanlgamair　yaduta

ぐこエ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くコ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のト　　　　　　　　　この

　a／laヌ？ZゴIV　ana〃taフ17　’1；Sα〃a〃庇zη7．／）ral．，icarztz　V　Pral，↓（’ρ〃tr．1：S；191．2）〔7∂α7η22Z没ゾ：H

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エめ　　　　　　　　　　　　　　　い　　　　　　　　　　にハ

Z）〔7d〔7mzl！dn．；S、17）∂da〃22批ガfekacir／：HISV　feecid．⑳↓：HSV⑳y，2φの’agr〃ZUSte：HttPal’ag／n〃一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　くの　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロハ　　　　　　　　エこけ

ste：VaPajag〃ZUSte，〃2ahasαtz．，d　h・：HIV刀zalzdsattvdi？；S〃2CI／zds（lttt，d．　S　om．｜．　t”［〆］

harantasat？’dPγα）ne＿vais亡el　H　vihαrantas亡αγぼ」）rα　7n　e＿vais亡e：　I　viha’ra）？istatrδカra｝ne｝vaiste：　SV

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロニレ

z，．vahara　rpi　sta　trctpra）m　evx，aiste－：S　　5　1：V　［10　．カグakrd〃la［da］＋元z励α’友ノnadhva：1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぼハ
∫）rakγc’t　］？i　a（idロksil？Ctl）atJ2．a｝natizal　SV　クγ〔7たγ（i　MIT（1（五zたsi厚｛？t）athamatha．　cαγyyθ，打：HI　cαγy｛力？？：sy「

　　　　　　　イユリ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　にヨ
ビαη〕1∂η7．ノ↓〃asz‘ta！i∫α：1／i〃σ∫2∫れぷvα；SV／i〃〔ZSI．｛t（tSl、i（1∫α．〃7αノ万z‘Sγτア　1　〃2α’ij’i．tS’rih　1　133　sa；V

　　　　　　　　　　くエの　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リコ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イニミエ
ma，］ゴz｛s：rflp 、．　bodhisαtt、alalitai’．　HISV　bo〔迂hisαttvala｛it召iγ、　viila），a7？zl　HISV　1）わ｝αyα，1’．　satvδi）α一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロぐり　　　　　　　　　　　　くニの

ra〃2α：Hsαttva．♪αγωηグIV　sattvdn’f）αγα〃2α：Ssat々Ja〃para〃2ピ1L　S　l：Vlll　l．7）z〃zノ肥ηδ：1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　にリ　　　　　　　　ロニエ
　ン）zlrt］ev〔7．；SV　　？）z27z，eZidtha．　sau：V　∫o．　z，ille），at・asaゴ：1　2・ブタ2αyατ，as’ad：IS　zノブ〃e）’αVagd∂吠　［：V

　　　　　　　　　　　　しおエ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　にリ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ピニエ

乙，i〃の，az，α緬r㌔。　z．，i〃1の，asa：ISV　vinの，0〃zasa．　aci〃ζ夕a〃li－rd［ρ］∫ρ：ISV　aciノめ．，anirdeSa　71ins．1；S

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロの

ins．1［6　1：V　ins．‖12［．krノ）〔i！i．tdharm〃α〔〃2α〃θ：HIS　krl）dittr　dliar〃iadha〃o；V

（27 ｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ ：s）

kTPalt｛dhar｝？？αdhα110． ∴ IV　！．　°sd9αγαvatmαnyαvatδγyyα　k（元γZtη二yδ亡th：H

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じめハ　　　　　　　　　　　ロリ
゜sδga　ra　va　tm　an　」’ava　tδ　r＞’aたdγz’！1y（7亡ISV　’sδ9αrαvαrt刀？〈z－〃yα1」α故γyα　Sedrz‘刀二vδt“．　l！S

t　

V 　
V 　13

‖
．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　けり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じロ　　　　　　　　　　　　　　ぱぴ

∫ofz・az・iHavαir．　ISV　sattv・avhlavair．　bα∫η‘bh〃2：H　ろaタzbhih．°kRvah　1：S 　°たぼyα．　abhivinayαX　HISV

　　　　　　　　　　　しガラ　　　　　　　　　　　　　　　　パニレ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぼらエ　　　　　　　　　　　　　　　　ほコ

ab／ziz、・i〃の・a〃∵ろ／zdi．，」・a：V°b／zaz、ツα．涛ひ，αηz：HISV論め，a〃だ　Sl71；V］141．　szt（茄ωzo♪i：ISV



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　立正大学図書館所蔵河口慧海将来．文献の研究1川．庄司1　　　　　　　　　　　　　　　　　23

　　　　　　　　　　　　　ピスさハ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じヨトリ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くガゆ

sz．tdh⑭’

鉱ω］z｛≦δ1醜Hαηll≦δ刀亡yαI　ISVσ，π｛≦醜6．　Wgαγ砺1迦αγロバSV°sdgardm　

C

　　　　　　　　　　　　　　　　　しの　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しこヨ　　　　　　　　パリ

　　　bitda’：H　bZtdd／za　e．　ン）rα？nu々ノiai．　！i　”：IsV　7Pra〃zt々haM三　I　ins．ト．　es4garamardn？sa：SV

　　　　　　　　　　　　　　　じり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　りり

：sほ9aramarδg．x，α．　sa”iO）itαbhadra”亡αu？ZI　H　sαη1α一”tabha〔∫斑刀亡a7n1　ISV　sα”zαη亡abhロ（ir（irthai・i！“、

　　　　　　　　　　　　　しきめ　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほコ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くぶエ

　　　1SLVI15　L．7，i〃αyo耐：Svina一ユノαガsatvasahasr∂n’：HIV　satt乏．iasahasア’Rn　’：Ssαttvasahasr∂7i“．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　パリ　　　　　　　　　しラリ

sa｝？zadhiSatair．　IS　sα｝η醐応αταゾVsamadhis’ataih．　W　ins．い，ijaharδ｝iα｝itαdhiTvoiil　1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　にコ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　にコ
　　　vijah∂ra〃a〃rα∂カ1），α々；SV　t・　ijahclrc’i〃a〃tadh　i＞v∂u？　？．　’sanla　i？n　ta　’I　HSV　　舌α〃2α〃故二　㌃αたVJ1πb／l　i一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほぴ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じミリ

　　　nu．tkha12：H陥αアy〔矛6万〃z2‘んノ2ah：ISV　’canLvdbhi7mtkhah．1　：Sl8，：Vl16　1．　el．iαフフ1：HISV

　　　　　　　イヨニラ　　　　　　　　　　　しぶぴ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こうマハ　　　　　　　くさふラ

eva）刀．　V　ins．1．　bh〔lgav辺7i　chrdi｝astrvd’7n：［K］V　bhagat｝dハi管Sγδz）αsり6）？？．1ヒ 　S　l．αフ？．dt／？θ1）『η4σ（1θ：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒニドリ

　　　HISV　’ndtha！）i乏1（1〔z4α：〃zahati｛vrTzoze　々z7砲∂γρ：H　；〃αノzatd　vy　z－t　kaん　il　tCtg∂　re：ISV　〃za／idttJt？he

　　　　　　　　　　　エピ　り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しれニ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いヨニト

廊d9餓．　sitr（ldkai？i’．　”ISV　s6融ω？ゆα＋1｝祠亡rair．　Hlsv　Pαilcαmatrαir．　bo・cl・hisa亡i・asahαs一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イぐこヨ

　　　raik：HISV　bθd　12　isatt　t，　asa／las．　ra　1’　Zz．　bodfzisati・，aPz’（rtn，ai．7iga〃nair　Jvaduta　：H

bodllisatt1．，　（t　i）兄rt．）angα」3・1air　yαdZtta　XL　IS　bodhisattva♪zlr1．？a）？19α？ηαir　y（z（》z（rα　｜：　V

bodltisαttvαt）日rval？19α｝mai｝ll　～　＿vα　（1　i‘亡α．

4　現存諸写本間における「河口写本」の位置

　　「河口写本」の読みの特徴を明らかにするために、先行研究にて示された例に依拠し、本写．本

の同箇所について検証する，

　　田村［2006］は既に「Vaidva本｛Vl」≠暎国王立アジア協会所蔵写本〔R）」＝「バローダ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ごり

写本（BU＝「ケンブリッジ大学所蔵写本（CA）」となる異読の例を示されている。ここでは

田村［2006］による研究成果に「河口写．本cT）」、また、参考として「泉本（1）」、「鈴木．本

［S．口の読みも併記し、諸本間における「河口写本」の位置について検証する、下記の「RBCA

写本」は、田村［2006］からの転載である，以下、異読がみられる箇所に下線を付す＝

用例1（Vl．7；RBCA＝田村［2006：2］；T2a6－7；148－9；S1．4）

V　　：ロSα傾）亡tα殉前ll｛熊CαほZ｛S澗0亡tαraj勲｝lbla　Cα1、　S混γ｝弛αγ斑｝lina　ca

　　　RBCA：asal｝，．f　θtlaraj’ノ｝の2’ノ∫∂（・（1　bθd12isattvena　1？usu”iottaraj’itd〃ind　ca　bθc！hisctt’tve〃a

Sπry）伽殉而｝iind　ca　bαi撫α伽四α

　　　T　　　　：α∫αノ刀9θ〃σγαノ刀没〃i〃ci　ca　：bodhiSCttz，ella　l　ge　t∫　s　it1110tt（traj　i7　d〃i〃cl　ca

s晒ツで）ξt鯉拍砲｛）lacα

　　　I　　　：asa］i，gottaraコ’）iani〃d（－a　々Z’∫2〃〃0τταγ〔η’ノ7々〃〆〃d　ca！∫ZIZVO施γ励∂〃∫〃d　ca

　　　S　　　　：α∫αノ｝gorrαγの’ノia〃i〃∂ビα　fe2tS？ti，nottctral’7i（2〃i〃d　ca　l∫27乙w〃αη’カ〔7〃∫〃∂ca　l

　　この箇所では、菩薩名の後に続けて加4ノぼα仇ρ〃αを付す系統と付さない系統とがあることが

わかる，「V本」、「1本」と「S本」はbθd／2isattue〃aを付’さず、「RBCA写本」は共通してbθc！一
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hisattvenaを付す。「T本」は中間的であり、

V＝1＝S（≒T）≠RBCAとなる。

一箇所のみろo堀∫碗ε照を付すt，’簡略化すると、

用例2（V2．5－2．6；RBCA＝田村［2006：3］；T4a2－3：15．8－10；S2．22－23）

　　　V　　　　　：jii∂n∂vαbhd∫ate／asd　ca　　∫α〃zα〃taST’itejasd　ca　｜sama〃taPrCi6hαte／asd　cα　［

　　　　　　　　　　sa〃2aiitaPrαbkα．〈ritej’asa　ca　bodhisαttvena〃mahasαttvena　11

　　　RBCA　：ノノid〃∂vabhdsatejasd　ca　samaηttaSri．　tejasd　ca　saηla〃ta！）rabhatejαs∂ca　bodh　isatti．1e7ia

mahdsattvena

T

1

S

この箇所では、samantaPra

いて「B写本」

sa’｝nαntal）γa

bγ掘dα？i9／k

「四十華厳』

てこれに相応するといえる

元iianavabhasatejasa　C∋Sαtnlα、n　tα　s’　rf　te　jasd　C引samantaPrabhatq’asa　Cαi

Sα”2αn亡aPrabhaSr吻αS∂CαlbodhisαtveHa　mahasα亡vena　1

・　jftandvαbhaSatejαSd　Cαlsam、αntαSγitejαSit　Cα！samantaPrabhαte　」’aSa　Cα

samantaPrablzaSritejasa　ca　］bodhisattve）na，mahasattvena　il　i

jfta｝zavabhasatejasa　ca　sα〃2α〃τぼγπゆ∫∂（’α1∫αma〃taPrabノ辺τεノα∫αca［

sama？itaPrabhαSri亡e元asδ　Cαbodh｛sattvena　mahasattvena、1

では、sa｝｝tantaPrabhas’ritejasa　caを付すか否かで系統が分かれる，「V本」は注にお

　　　にsama〃taPrabhas’ritej’asd　caが欠けることを記している、「田村’本」によると、

ろノiatejag．　a　ca　！samantaPrabha．〈ritejasa　caにあたる箇可〒の蔵訳はkzt〃〃（ls　dPal　g），i　gzi

／kz〃n　nas　’od　dPal　gzi　bηi∂∂α？2g／とあり、V＝T；1＝Sに相応し、さらに漢訳では

のみ「普賢吉祥光菩薩。普賢焔光菩薩」（「大正蔵』vol．10，　No293，661a19）とし

　　　　　　　　　　　　，簡略化すると、V＝T＝1＝S≠RBCAとなる．

用例3（V210；RBCA＝田村［2006：5］；T2b5：16．7－8；S3．2－3）

　　　V　　：avalokitanetre？a　ca　utPa！a〃etrq？a　ca

　　　RBCA：z｛tPα！anetre）．7a　ca

丁　　二avα乏o始α砲γ四αcα、utPa乏an．etrezla　cα　1

　　　I　　　：avaloki．tanetrena　ca　1　utPalanetrena　ca　l

S　　　　　　：avaioki．tanetreηa　ca ！utPala7ietrei．ia　cα

　　この箇所では、α乙，ato々i．ta・netre〃αcaを付すか否かで系統が分かれる．「RBCA写本」には

αz・αZo々吻〃εヵεノ2αcαを欠くわけである。「V本」は、同文が「B写本」に欠けることを注で指摘

している，簡略化するとV＝T＝1＝S≠RBCAとなる。なお、「田村本」をみても蔵訳・漢訳には

avalohitanetrenαcaにあたるものがない。
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用例4（V2．23；RBCA＝田村［2006：8］；T3a4；18．1　0－1　1　i　S3．18）

V　　i　jiianaheti．tnδ　ca　1　dharmaketu7ia　ca　N

RBCA二dhαrmaftetz｛．n∂ca

T　　i　jiianaketu”a　ca　1　dharmmafeetuna　ca

I　　 i　j7’id？iakett．｛na　ca　1　dhαrm’mahetuna　ca

S　　　　　：jiidnakett｛nc’i　ca！dharmakettt？ia　ca　1

　　この箇所では、垣∂〃品ρZ〃〃∂cαをf・j’すか否かで系統が分かれる＝田村［2006］によると、B

本には同箇所を欠くようであるが、「V本」はその点を注記していない，このことは「V本」の

「B本」に関する注記も検証が必要であることを示しているといえる一簡略化するとV＝T＝1＝S

≠RBCAとなる，なお、「田村本」によると、刀7∂〃α々ρZz‘〃a　caについて蔵訳では」，ρshes　c！Pa！

dang　／とあり、漢訳では「六十華厳』に「智瞳菩薩」、「八十華厳』に「智慧瞳菩薩」、「四十華

厳』には「智聚菩薩」とある．

用例5（V3．20；RBCA＝田村［2006　14］；T3b7；112．4－5；S4．16－17）

V　　ゆγ伽く伽頒b励iγ3，砲iγ

RB（⊃A ：L）γα厚｛d｝2（1）iaiγぷ（itα｛｝1

　　　T　　　　：Pra　lidノ？dndbhinir：、・∂tair

1　　 0γ斑dhanabhbtirvvdtair

S　　i　prai．tidhdnabhinir3、dtair

　　この箇所では、上記下線部において、V＝T＝：1＝S≠RBCAと系統が分かれる，

用例6（V3．21；RBCA＝田村［2006　14］；T4a1；1126；VS4．　1　8）

　　　V　　　　　：z厄5zどゴゴノi．aik

　　　RBCA：viろziddhai12

T　　　　　　　　　：　こ戊iき乙〔dd海‘どis

1　　　　　1viSud（ihα’i毎

　　　S　　　　　：z．，is’uddlzai！z

　この箇所で1本はvi．guddltaihをとりつつも、「P本」にはvibttddlaail’iとあるとの註を付して

いる．、、ここでもV・　T－・1；S≠RBCAと系統が分かれることが知られる，

用例7（V3．26；RBCA＝田村［2006　15］；T4a3；11　3．2）

v　　：rαSmijalaspl？ar｝．tαta＞ia　“

　　　RBCA：夕αS〃tijoiasphαraijai・h
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T　　ttγαs傾｛」司α｛s画・sp｝1αハγα旭αW

　　　1　　　　　　：γas〃m　zi／d！・α∫aParavata．vd　l　l

S　　　　　　　tt　ragmijほ1αs］）harZiataywt

　この箇所について、「T本」では。s垣アα27α婬vOと書写した上で、。sPhara｝．iata）・aと書写者自

身が修正している。この箇所について「1本」には誤読（或いは誤記）がみられるt’RBCAの

みが、男性名詞・具格・複数形をとり、この点でV＝T＝1・＝S≠　RBCAとなる。

用例8（V4．10；RBCA＝田村［2006：20］；T4b3；11　5．2；S5．1　3）

　　　V　　　　　：P21γVaろitdd／2aSitkrtafeitS’alami71ataJid

　　　RBCA：♪z〃こ）αsz‘〃批αん2‘ぺα／a・in　ii　！ata，a

T　　　　　　：Pilγvvasukr亡αku・gala”n’t乏ataya

　　　I　　　　　　ノ）i’cηノasuhrta々tt〈．　a！a〃n－／atavvd

　　　S　　　　　：PErvaろztddhasi｛k￥tαkzts’alαm　ulata“vd

　この箇所では、上記下線部の通り、bzeddlzaの語を記すか否かで系統が分かれる、、「1本」は、

「K本（京大所蔵・榊将来写本月にはヵ〃％6掘∂ノ2αs㌦τrαとあると註を付している、「S本」で

はこの読みが採用されたことになる，このことは「S本」が必ずしも「1本」の焼き直しではな

いことを意味する．V＝S≠T＝1＝RBCAとなる

用例9（V4．13；RBCA＝田村［2006：21］；T4b5；i15．7；S5，17）

V　　i　pγαtibodhα

　　　RBCA：Pratibod／zi

　　　T　　　　：i）γatibodha

1　　　　　　1Pγa亡i｛）odha

S　　　　　　二t）rαtibo（iha

　この箇所について、「1本」は、「P本」にはヵγαri加∂加とあるとの註を付す。　V＝T＝1＝S≠

RBCAとなる，

用例10（V4．15；RBCA＝田村［2006　21］；T4b6；115．9－10；S5．19）

V　　　　　　ldha．rmanircleSα

　　　RBCA：d／z　ra　”r　ade　s’a

　　　T　　　　　　：oワ2annmanirdes’a

1　　　　　　1　dhaγmmαnirdeSa

S　　　　　　　ldharn’zα’｝i．iγde．〈a
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この箇所では、「V本」は「B本」の異読を記していない，V＝T＝1＝S≠RBCAとなる，

用例11（V4．16；RBCA＝田村［2006：22］；T4b7；116．1；S5．20）

　　V　　　：ca　saη？i　da　rs’aJ・e　t’

　　RBCA：sa｝？idαrSaNet

　　T　　　：cα∂αパの’ρr卓l

　　I　　　：ca　sa｝？i〔da　rs’の’et＊l

S　　　　　　　：　co　saηt（’iaTSaき・et’　1

　この箇所について「RBCA写本」では、一連のca∫αη2∂αγざの’ρrはすべてcaを欠いている．

「T本」は接頭辞sarplを欠いているが、　caを付すか否かという点においては、　V＝T＝1＝S≠RBCA

となる，

用例12（V5．15；RBCA＝田村［2006：31］；T6a1－2；120．4－5；S．7．5－6）

v　　lmcu．iirat｝iara．〈7nijal（ivabl？asav）・fthn

RBCA ：　｝ηn｝．lira．“171i．iatδi・abkδsat、y泣hぼ毎

T　　：）照廊伽αγαs｝？1｛」磁㍗αb｝10sαt恒｝融1

　　1　　　：〃？a！iirctt〃ara．s”mr）’c2／ct’vablzdsav＿vi？h（？k

s　　：）？iα￥irat｝iarαSin．ajiiiavabhasαvき、uoユd

　この箇所では、rab〃aを挿入するか否かという点で系統が分かれる．語尾変化を考慮しない

ならば、V＝T＝1＝S≠RBCAとなる．

5　小　結

　本稿で翻刻を示した「河口写本（T）」の冒頭部について、既に翻刻を行っていた玉代勢法雲

氏、泉芳環博士の研究成果を参照すると、両者と「河口写本」との間に若丁の読み違いの存在

が認められる

　また、現存諸写本間における「河口写本」の位置について、「田村本」などとの対比を行い検

証した結果、概して「河口写本」は「英国王立アジア協会写本（R）」、「Baroda写本（B）」、「ケ

ンブリッジ大学写本（CA）」とは異なる読みを有していることが明らかとなった、先の用例7

については「泉本（．1）」には誤読或いは誤記がみられる。用例8では、「泉本」は「河rl写本」

を忠実に書写しているが、「鈴木本（．S）」では「榊写本（K）」の読みを採用していた，これま

で遡ることができる上限であった「泉本」が「河口写本」とは異なる読みを有する箇所もあり、

それは「泉本」に記載された情報のみでは知りうることができないものもある、この点におい

て「河口写本」の再発見は、「泉本」の読みを確認するためにその存在が有する意義があるとい
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えよう。

　このように、本稿で検証した例に関する限り、「河口写本」は「RBCA写本」の伝承とは異

なった系統を伝えるものといえる，ただし、「河口写本」と「RBCA写本」間における差とは、

その読みに全く異なった解釈を与えるまでのものではないと推定される。

　なお、先述したように、玉代勢法雲氏は、1908年の時点で本写本冒頭部の翻刻と和訳を公表

し、写本冒頭部の「帰敬序」を全て翻刻している。しかしながら、現状では「河口写本」の第

一葉裏面左側の一部に破損（焼失か）が見られ、それに伴い一部の文字が判読できない状態で
　　　ニニハ

あるが、玉代勢氏は破損により失われた箇所の翻刻を行っている．「河口写本」における物理的

破損は、玉代勢氏による調査の後に被ったものと推定される。

注

1）鈴木博士は、1923年の震災で焼失したと述べている、Suzuki＆Idzumi〔19．　34－36：note［p．1］］を参照、

2）本写本について筆者は既に、庄司［2010］、［2013］、sh6ji［2012コ、［2013］にて言及した・また、その来歴

　に関しては、立正大学大崎図書館〔2013：81－85］に、本写本の書誌については、立⊥1：人学大崎図書館［2013：

　31］に詳しく述べられている＝河口慧海の甥である河口正〔1918－1962）氏の：河口慧海一日本最初のチベッ

　ト入国者』1春秋社、1961年、2000年に新版出版〕中の東西文化交流研究所（立正大学内iに譲渡されたとい

　う「ネパール語写本一部〔四〇一葉）」（河口正［2000：226－227］）が、本写本を指すものと考えられる（本

　写本は全四〇二葉あるが、その中の一葉は本文紙四C一葉に付された白紙であるi東西丈化交流研究所にお

　ける河口慧海旧蔵資料に関する言及は極めて少ない一同研究所が発行したつ文化交流』の他には、『ネパール・

　ヒマラヤ探検記録」に「梵文経典・経板346部〔東大、東洋文庫、東西文化交流研究所、東北大学口とある

　（日高＆川喜田［1967：2コ）が、これは、河口正前掲書の初版本（1961年刊）によったものと推定される．

3）玉代勢［1908a、b］を参照．

4㌦泉［1909b］を参照一

5・泉［1928aコを参照一

6！Suzuki＆Idzuml〔1934　一　36コを参照，

7）suzuki＆Idzumi［1949］を参照，

8　’iVaidya［1960コを参照

91長谷岡［1965］を参照、

1⑰庄司［2013］を参照・同様の例として、既に梵本：八千項般若経』におけるテキストの問題について、辛嶋

　静志博士が指摘されている（Karashirna［2013］）。

11）庄司［2013：845－846］を参照、なお、田村智淳氏を研究代表者としてまとめられた科研費研究成果報告書

　『華厳経入法界品梵文原典の批判的校訂と現代語訳にもとつく華厳経の新解釈》によると、研究期間中に入手

　した写本は、合計28種であるという〔田村［2006：はしがき］）一また同報告書で用いられたテキストは「ヴァ

　イディヤ本｛V㌧にもとづきながら、「鈴木本（Sl」、そして写本として「英国王立アジア協会本（R〕」、

　「Baroda写本（B）」、そして「ケンブリッジ大学写本（CA）」である（田村［2006：序］を参照），

12）田村［2006コを参照。

13）田村氏によると、写本の校訂を進める中で、GavdaztVilha各写本間の異読は、語句や文章の順序の相違であ

　り、既刊の校訂本の翻訳不可能箇所に関する新しい解釈は、第1章による限り認められないとも述べられてい
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　る（田村［2006：序］）。

14）堀　［2012］、　［2013］　に言羊しv・：／

15）これは本来「鈴木・泉本」と記すべきであるが、本稿では「泉本」との混同を避けるために、単に「鈴木

　本」と表記する、

16）「なお、泉芳環博士は1928年時点で既に発見、出版された「梵文佛教経典」を、その出版時期により三期（第

　1期：発見～1880年、第2期：～1900年、第3期：それ以後）に分けて提示、概観されている（泉［1928b］）．

　本写本の出版は、この分類では第3期に含まれる＝また博士は同論末尾において、「未だ梵文佛教典の出版せ

　らるべくして出版されないものに、GandavyGhaあり、Tathagataguhyakaあり、PaicavirpSatisahasrikaあ

　り、Suvikrantavikramiあり、Pancarak＄aあり、又從来の公刊に訂正を要すべきものも多々ある。これらは各

　方面で整理せられ、出版準備中のやうである」とされ、さらにGali4CttP’i？haについて、「東晋佛陀蹟陀羅訳、

　大方広佛華厳経の入法界品、唐実叉難陀訳、同経同品、唐般若訳、同経、西秦聖堅訳、羅摩伽経に相当す　予

　梵本を謄写して所持せり，これは河口慧海氏将来の本を京都帝国大学所蔵本と校訂せしものなり」と注記され

　ている（泉［1928b：107－108］）

17）前注21を参照、

18）「鈴X本」のNoteによれば、河口氏将来の本写本と、榊亮三郎博士将来写本の校合は、1907－14年の間に泉

　博士によってなされたという　cSuzuki＆Idzumi〔1934：Note［p．1］］）、

19）泉［1928a］の序文を参照．須佐晋龍氏は「華嚴経十地品の研究」において、「華嚴経入法界品の梵本に就い

　ては嚢に泉教授東京京都の帝人本によりて謄本を作られ、予これを再謄葛して副本＿十部を作り、阜者の間に

　頒てり．其の後諸方面より頒布を希望せらる・も今は残本なきを遺憾とす、但し遠からず泉教授が更にローヤ

　ルアジア學會本ケンブリッヂ本井にパリ本等を収載したる校訂本を出版せらる・筈なり」と述べている通り、

　これを数部コピーして関係者に配布した〔須佐［1930：63　一　64mote　1）］、高崎［1983：9］を参照）久野芳

　隆i1898－1944）氏は、1930年に発表した「華厳経の成立問題」において泉本を使用しており、「私のは泉芳

　環氏の未定稿梵本Gandavyaha　P252を依用したのである　遙かにこの際同氏の勢を謝する次第である」と述

　べている〔久野［1930：113］）、．泉本について山田龍城（1895－1979）博上は、「河口将来本を底本とし榊博士

　謄写本等によ：1校異を行う」と述べているClll旧［1959：91，注吐）コ｝眞田有美氏は、「この本は東京大嬰

　所藏河1．1慧海師將來本中の一本を底本とし京都大學所藏本、榊博士謄篤本、Bendall出版のCikミasamuccaya

　引用のもの、渡邊海旭師校訂の普賢行願讃等を比較校訂した未定稿本であるtt尚、此書には以．卜各本の校異が

　加えられている」（眞田〔1959：56　一　57］），

20　．）校訂テキストの刊行以前は、当然のことながら、写本を用いてのGa）ICIaV＿・ilha研究が進められていた、例え

　ば、干潟龍祥（．　1892－］991：）博士によると、ボロブドゥール第2廻廊から第4廻廊のレリーフとGの14α2ッ2〃2〃

　との比定を1920年に行ったオランダのNicolaas　Joha㎜es　Krom（1883　一　1945）は「当時梵文textの出版され

　たものはなく、辛うじて他の学者の抄解によったものであるから、詳細を比較検討することはできなかった」

　とし、またKromの後に残された部分の比定を1929年に行ったFrederik　David　Kan　Bc〕sch　q887－1967｝に

　ついては、「ParisでGarpdavyUhaのtextを見たからかなりによく比定したのであろう」と述べている（干潟

　［1960］）、パリの国立公文書館には9種のGaηidaiti’ilhaの紙写本が収められている（眞田〔1959：56］を参照）一

　　ところで、Gα垣σz顕加の梵文校訂テキストが公表される以前にして、またボロブドゥール第2一第4廻廊

　とG〈1〆‘／zW／zaとの比定がなされたわずか数年後に市井人として同遺蹟を訪れた古田中正彦｛　1881　一　1965　．）氏

　は、その南洋旅行記である「南十字星』の中で「進んでブルブドールの佛蹟に行く小高い丘上に石塔群集し

　て、一大圓塊を成したるさまは偉観とも肚観とも言ひやうが無い、寧ろ恐怖を誘ふ塔の集團だ，今しも夕陽が

　此の高い大集團の石塔の上に映えて、黒味を帯びた石の色が古色に物凄い、人の力か、佛の力か、何の時代に

　之れ丈けのものを造り上げたか、昔の力の威力を恐れずに居られない、而して信仰の強さも思はれる。偉大な
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　る藝術品だ、幾十の塔の中に何百か何千あの石佛が置いてあつて、外側の周園の石壁には稗尊の一代記が檜に

　なつて、彫刻してある，人の顔の表情なども巧みなものだ」と述べており！古田中〔1934：120－121］〕、当時

　の市井人には未だ同遺蹟のレリーフがGσ蜴oz獅加嘩厳経）の一部を示すものとの認識はなかったものと思

　われる．他にも同氏は「パレンバノの佛蹟を訪ふ、石を積み上げた高い塔が三ッ四ッある、半壊れた石の跡を

　見て昔日の壮大さを想像する。石には澤山の佛像や動物や色々のものが彫刻してある。中には饗な檜もある」

　とも記し↓同［1934：119］）、同書の口絵にはボロブドゥール遺蹟の写真二点を掲載している1同行の中村観

　治氏撮影｝，

2P「鈴木本」の冒頭にはそこで用いた写本について、次のように記している，

　　1．The　palm－leaf　MS｛to　be　designated　in　future　references．（A）in　the　Library　of　the　Royal　Asiatic　Society，

　London，　a　rotograph　copy　of　which　was　obtained　by　Prof．　D．　T．　Suzuki　in　l930．

　　2－3．The　two　paper　MSS　c　Cl　and　C2）in　the　Library　of　Cambridge　University、　Cambridge．　England，　a　roto－

　graph　copy　of　each　of　which　was　obtained　by　Prof．　D．　T．　Suzuki　in　l930，

　　4，Apaper　MS（P）belonging　to　the　Bibliothさque　Nationa！e，　Paris，　a　photograph　copy　of　which　Prof．　D．　T．

　Suzuki　took　during　his　stay　in　Paris　in　1908．

　　5，Apaper　MS　c　T　1，0f　the　Ubrary　of　the　Tokyo　Imperial　university，

　　6，Apaper　MS　c　K・］of　the　library　of　the　Kyoto　Imperial　university．

　　The　last　two　MSS　br皿ght　over　to　Japan　were　hand－copied　and　collated　by　Prof．　H．　Idzumnn　1907－14．　The

　MS　thus　prepared　by　him　was　the　basis　of　the　mimeograph　copies　which　were　made　by　Prof．　Shinryu　Susa

　at　request　of　Prof．　D．　T．　Suzuki　in　1929．　and　about　twenty　of　these　copies　were　disu’ibuted　among　their

　friends．　For　this，　thanks　are　due　to　the　compiler　and　owner　of　the　MS　Prof．　H．　Idzumi　Suzuki＆Idzumi

　［1934：Note［pユ］］）．

　　以上の通り、そこで用いられた写本は工the　Library　of　the　Royal　Asiatic　Society、2・3てhe　Library　of

　Cambridge　University、↓the　Biblioth餌ue　Nationale、：｛Σthe　library　of　the　Tokyo　Imperial　university、　Q

　the　Kyoto　Imperial　universityである＝この中、豆が河口将来写本、6は榊将来写本である　この写本5が、

　立正大学より発見された．

　　また、この初版本の前半部であるPart　I・IIの刊行に際して「此経の校訂に際しては、ロンドン亜細亜協会

　所蔵の貝葉写本一種、ケムブリッヂ大学の紙葉写本二種、巴里国民図書館所蔵の紙葉写本一種、及び東京・京

　都帝大所蔵の紙葉写本各一種、合計六種の写本が用1、・られている．而して其中亜細亜協会の貝葉写本を主たる

　底本としているt／鈴木大拙氏は既に早く滞欧中より此梵文の刊行を志し、渡邊海旭氏と相謀る所があつたが、

　其後関東大震災の際、渡邊氏の書人済の写本が灰燈に帰したるを知り、益々出版の急なるを思ふに至つた「時

　偶々泉芳環氏の許に、東大・京大写本を校合したるコツピーあるを知つて、漸く出版の機運熟し、梵文の校合

　には泉氏が主として之に当たり、今前半分が刊行せられたのである」〔大谷学会［1935：169－170］1との記事

　がある＝

22）改訂本のNote末尾に“lt　is　with　great　grief　to　report　the　death　of　Pr〔）fessor　Hokei　ldzumi　which　took　place

　in　1947．　The　co－editor　takes　this　opportunity　to　express止lis　appreciation　of　all　that　the　late　Sanskrit　scholar

　did　for　the　publication　of　the　present　text．ttと鈴木大拙博士が記すように、改訂版出版前に泉博士は没してい

　る、

23）この写本は、61．5cm×272cm、一葉9行体、全218葉から成る（No．13208）。写本の概要はVaidya［1960二

　IX－X］を参照。

24）Vaidva［1960：VI－XI］参照＝

25　．）「帰敬序」との呼称は、玉代勢法雲氏によるもので、氏が「此経開巻第一に於て支那四課｛省略｝に全く之
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　れ無き蹄敬序又は目録やうのものあり」とされるものである’玉代勢［1908a，6］」・

26）田村［2006］を参照，

27）現在は図書館より専門業者に補修が委託され補修済となっている　立正大学大崎図書館［2013：118］参照．

※本稿中の略号は、N3，1　翻刻の凡例」を参照一
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